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研究課題名 若年性認知症の医療・ケアの向上を目的としたレジストリ研究 

研究の意義・

目的 

この研究は若年性認知症の参加者さんにご協力いただいて、若年性認知症に伴う疾患や症状、患

者さんとその家族の生活に関する情報を収集しデータベース化することで、若年性認知症患者さ

んの実態を把握することを目的としています。得られた情報を分析することで、今後の若年性認知

症の早期診断や有効な治療やケア、社会的な施策強化の検討に役立てます。 

研究を行う 

期間 

倫理委員会承認後（2021 年 3 月 24 日）～ 2032 年 3 月 31 日      

 

研究協力をお

願いしたい方

(対象者） 

2014 年 3 月 31 日～倫理委員会承認日（2021 年 3 月 24 日）で、大阪市立大学医学部附属病

院の脳神経内科で、若年性認知症と診断された方 

協力をお願い

したい内容と

研究に使わせ

ていただく試

料・情報等の

項目 

診療の過程で得られた下記項目を本研究に使用させてください。 

患者基本情報：性別、年齢、診断名、臨床症状 

画像データ：MRI, 脳血流シンチグラフィー,PET 

血液検査結果、認知機能検査結果、髄液検査結果、 

 

試料・情報の

他機関への 

提供 

この研究は大阪市立大学医学部附属病院 脳神経内科と、共同研究機関として大阪市立弘済院付

属病院神経内科で実施します。なお、本学で収集したデータが他の研究機関に提供されることはあ

りません。 

この研究を行

っている共同

研究機関 

この研究は大阪市立大学医学部附属病院脳神経内科と、大阪市立弘済院付属病院神経内科で行い

ます。 

 

＜共同研究期間の研究責任者＞ 

大阪市立弘済院付属病院 神経内科 吉崎祟仁 

試料・情報を

管理する責任

者 

代表研究機関の名称・所属・研究代表者 

大阪市立大学大学院医学研究科 脳神経内科学 研究責任者 武田景敏 

本研究の 

利益相反 

利益相反の状況については大阪市立大学利益相反マネジメント委員会に報告し、その指示を受け

て適切に管理します。なお、本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。

 

研究に協力を

したくない 

場合 

下記に連絡することでいつでも本研究への協力を拒否することができます。また、研究への協力を

断っても、診療に関する不利益等を受けることはありません。 

連絡先 大阪市立大学大学院医学研究科 脳神経内科学 

（担当者氏名）武田景敏 

電話番号：（06）- 6645 - 3889 

メールアドレス：a-taked＠med.osaka-cu.ac.jp 


